
 

 
 
 

                                    学校長  田 潤子 

    

１１月も後半に入り、今年も残すところ、あと約ひと月となりました。立冬が過ぎ、朝夕は冬を思わ

せる日が多くなってきました。子どもたちの服装にも、秋の深まりを感じます。昼間は、まだ暖かい日

もあり、気温差が大きくなってきています。上着などで調節できるような服装で登校させてくだされば

と思います。保護者の皆様、地域の皆様も季節の変わり目、体調を崩さないようお気をつけください。 

先日の日曜参観では、保護者の皆様に、雨の中来校いただき、ありがとうございました。普段の参

観よりも、お父さん方の姿をたくさん見かけました。休日のひと時、子どもたちの学校での様子を見

ていただき、ありがとうございました。子どもたちも張り切って授業に参加していました。 

 

  

朝のあいさつ   

 

朝、玄関付近で立っていますと、挨拶を返してくれる子が増えてきたことを実感しています。先日、

教育委員会の学校訪問がありましたが、「和佐の子どもたちは、よく挨拶を返してくれます。」と言っ

てくれていました。門を入ってくるなり、元気のいい声で挨拶してくれる子もいます。また、今まではあ

まり挨拶を返してくれなかった子が、恥ずかしそうにしながらも挨拶をしてくれるようにもなってきまし

た。挨拶をした後に、昨日の出来事や、今日、学校で楽しみにしていることを教えてくれる子や、通学

途中で拾った、きれいな色の落ち葉を見せてくれる子もいます。「おはよう」の一言で、気持ちよく１

日のスタートが切れます。挨拶は、元気をくれる魔法のようです。 

児童会でも、月初めに校門前で挨拶運動をしています。朝、家族や地域の方、友達や先生と出会

ったら、自分から挨拶ができるようになってくれればいいなと思っています。 

      

  秋を探しに 

行きました  

   今、１年生は、秋探しをしています。登校途中でも、落ち葉を見つ

けると拾って登校してきます。校区にあるスーパーでも、秋を感じる品

物を探しました。見つけた秋を、カードに絵で描く子、タブレットで写真

を写す子と、それぞれの方法で記録をしていました。また、店長さんや

店員さんに親切に対応していただきました。お忙しい中ありがとうご

ざいました。        

 先日、学校の外に出て秋を探しました。和佐地区は、自然豊かな環

境で四季の移り変わりを肌で感じることができる、素敵な校区です。 

 

 

 

和佐小 学校便り １２月号 ２０２２．１１．１８発行 



 


